Beat the Market
ゲーム準備
1.ゲーム盤、ダイス、スケジュール、株、債券、先物証券、投資シート、マーケットカードが揃っているか確認する。
2.ルールを一通り説明し、+-ダイスやスケジュール、ボード上のマスについて具体例で示す。
3.ゲーム開始時は、要約ルールを参照するのが良いでしょう。
ゲームの目的
このゲームは50000ドルの資金を元に、株や債券の売買を行い、より多くの資金を稼ぐ事が目的です。
ボード１周は１年を示す。第２、第４ターンには過去２ターンでどれだけの収支があったかの報告を行う。ボードを４周したところでゲームは終了で、一番多くの資産を持つプレイヤーが勝ち。
このゲームでは沢山のマーケット専門用語が登場する。このゲームでは保守的なもの（債券やディフェンシブ株の購入）から投機的なもの（先物の購入や新興市場銘柄）まで体験することが出来ます。
コンポーネント
 1
ゲーム盤
 1
ダイス１組

 1
+-ダイス１組
 6
プレイ駒
 2
各株、債券、先物の証券
12
ベアマーケットカード
12
ブルマーケットカード

 1
50項目チェック用冊子

持ち物一覧

購入・配当計画


各プレイヤーに50000ドル
プレイヤー
２～６人で行う。プレイ時間は２～３時間。
ゲームの開始
１．バンカーを決める。バンカーはお金と株取引の処理に責任を持つ。
２．価格と配当の時期について責任を持つプレイヤーを決める(+&-の書かれているカードです)。
３．各プレイヤーに以下のものを渡す：

１．50,000ドルを以下の配分で配る。$10,000:3, $5,000:3, $1,000:2, $500:5, $100:5 

２．チェックリストと投資シート
４．通常ダイスを振って、一番大きい数字の人から時計回りにプレイする。
ボードのまわりを移動
各プレイヤーはダイス目に従いボードを周回する。ゾロ目がでたら、もう一回振れますが、それ以上のゾロ目は無関係です。
有価証券の購入
	Type
	名称
	色
	説明

	Bond
	債券
	緑
	最も安全で保守的であり、元本保証

	Big Board
	優良株
	青
	ブルーチップ銘柄。安全で安定成長が見込める

	Over-the-
Counter
	新興市場銘柄
	桃
	上がり下がりが激しく、やや投機的

	Futures
	先物取引
	金
	短期勝負のギャンブル。
各年の終わりには必ず手仕舞いしなければならない。天国か地獄のどちらかです。


プレイヤーはボードを周回し、３種類の有価証券を購入するチャンスがある。
債券は非常に保守的（決まった値段で売れる）です。
優良株は値動きが乏しく、$10,000の株は、$7,000～$13,000で推移する。

新興市場と先物は投機的で、$10,000のものは、$4,000～$16,000で推移する。
各有価証券の額面は、以下の通りです。
株券：$4,000, $6,000, $10,000
先物：$6,000, $10,000
債券：$5,000, $10,000
プレイヤーが株か債券か先物のマスに止まったら、まず最初に購入するかどうかを決めなければならない。もし分割マスに止まったら、どちらかを選択して、買いたい証券を決めなければならない。

株や先物の購入価格を決定する
株と先物の価格は２つの変わったダイスで決まります。
それは、+-ダイスと価格と配当スケジュールです。各ダイスには、+5,+10,+15,-5,-10,-15の目があります。ダイスは２個振った合計で決まります。つまり、+15と+15なら+30ですし、+15と-15なら0で、-15と-15なら-30です。
価格と配当スケジュールには２つの面があり、１つは優良株用で、もう片方が新興銘柄と先物です。
左端の列は+-ダイスの合計を示し、次の９列が購入価格、配当、市場価格で$4,000, $6,000, $10,000別になっている。
右端の列は２つの星印の付いた特別な株の購入価格です。
株の購入例：
スタートにいるプレイヤーが通常ダイスで４マス進んだ。
Disaster Van Lines $6,000か、Brown Dog Bus Lines,Inc.$4,000。
彼は、Disaster Van Linesを購入する事を決定し、+-ダイスを２個振った結果、+5と+5で+10になった。+10の購入価格をスケジュール表の左端で見ると、$6,000は$7,200になる。
その額を支払い、株券を受け取る。優良株についても、優良株面に同じ方法で行う。
ボード上、*印が書かれたマスが２つある。このマスに止まった場合、以下のいずれかができる。
１．上に書かれたいずれかの株を買う。
２．両方の株を+-ダイスを一つ振ってスケジュールの右端に書かれた価格で購入する。
３．何も買わない。
このマスはチャンスもあるがリスクもあるので注意しましょう。
先物も同様の方法で購入しますが、配当は無く、各年の終わりに手仕舞いしなければならない。
（１年目と３年目参照）
債券は$10,000のものが$9,000、$5,000のものが$4,500で購入できる。債券は利息がそれぞれ、$800と$400もらえる。（１年目と３年目参照）
プレイヤーは会社が発行する債券を両方所有している場合は利息も倍もらえる。
ボード上の他のスペース
株、債券、先物のマスに加え、ボードには以下のマスが存在する。
・５　ブルベアマーケットと、５　オープンマーケットです。

ブルベアマーケット
このマスに止まったら、一番上のカードを引き、指示に従う。
使用したカードは一番下に戻す。全てのブルカードは良く、全てのベアカードは悪い内容です。
オープンマーケット
このマスに止まったプレイヤーは合意が得られている限り、任意のプレイヤーと株の売買ができる。
取引できる株・銘柄数は複数でも構わない。株の売買時、買い手は+-ダイスを２回振り、スケジュールのOpenMarket列の下から２個振りの一番高い額を売り手に支払う（先物は１回振り）。
もしダイス目が+であれば、オープンマーケット価格は購入価格よりも高い。
この事は株主が株を売却するインセンティブになる（オープンマーケット価格は購入価格とスケジュールからの２回の配当の組み合わせです）。
買い手にとってのメリットは、もしある会社の株券を両方とも所有すれば、２年目と４年目の終わりに配当を２倍受け取るチャンスがあります。
買い手はマイナスの目がでる事を願ってギャンブルをするかも知れません。
もし買い手が+-ダイスを振ってマイナスが出た場合、大きいマイナスを支払う。

（例：もし購入者のダイス目が-20と-5なら、-5の価格で購入しなければならない）
１年目と３年目
毎年（各ターンはボード１周で１年）各プレイヤーにはやらなければならない事がある。
プレイヤーが１年目と３年目にスタートに止まるか通過した時：
１．全ての先物を市場に売却。価格は+-ダイスを１回振って決める。

２．債券の利息を受け取る。$10,000の債券で$800、$5,000の債券で$400です。
2年目と4年目

１．全ての先物を市場に売却。（上記と同じ）

２．債券の利息を受け取る。（上記と同じ）
３．+-ダイスを３回振り、一番大きい目が株式の配当に使用される。もし+が出なければ、配当は支払われない。（配当の受け取り例：プレイヤーは新興市場で$10,000のFloorshine Shoes株を保有。

彼は+-ダイスを３回振り、一番良い目は+15だった。スケジュールで新興市場の+15の配当は$3,000になる。）
４．資産シートを以下のように埋める。
１行目：株と債券の時価総額を記入
２行目：キャッシュ総額を記入

３行目：１行目と２行目の合計を記入
４行目：３行目の１０％（１００の単位で四捨五入）を隔年給与として受け取り、それを記入する。
５行目：３行目と４行目の合計を記入

５．止まったマスの指示に従う。
ブラックマーケット
プレイヤーが年次処理や資産シートに記帳している間、バンカーは任意で「ブラックマーケット宣言」ができる。この宣言が出た時は、全ての処理を中断し、プレイヤー間で任意の取引ができる。
但し、この取引は各プレイヤー間で合意に達したもののみです。
全ての株券が売られた時の株券購入
市場から両方の株券が売られた銘柄のマスにプレイヤーが止まった時、他人からその株を購入するオファーを行っても良い。もし売り手が同意したら、オープンマーケットと同様の手順で取引が行われる。
もし、両方の株を所有している時は、その銘柄を両方売って構わない。
資金調達のための証券売却
もし、プレイヤーがゲームを継続するために資金調達しなければならない時は、株や先物を市場で売却することが出来る。+-ダイスを３回振り、スケジュールに従って一番小さい目の価格で売却する。もしくは、$5,000の債券を$4,000、$10,000の債券を$8,000で、上記を好きな組み合わせで売却できる。プレイヤーは、何時いかなる時でもお金の貸し借りはできない。
ゲームの終了
ゲームは全員が４周した時に終了する。プレイヤーの中には周回遅れになる人もいるかも知れません。プレイヤーが４周した時は、自分の資産を公開し、そこで終了か継続のいずれかを宣言します。

終了宣言した時は、自分の資産を全て市場に返却します。
継続宣言した時は、最後のプレイヤーが４周するまで今まで通り継続します。
もし、継続する場合は：

１．通常通りゲームを継続する。
２．もしスタートを通過したら、先物は売却し、債券は利息を得る。株の配当はブルカードの効果を除き、受けられない。
３．最後のプレイヤーが４年経過したら、全員最後の記帳を行い、最終スコアを計算する。
もし、早期終了して継続プレイを行っている人は、全員終了するまで継続しなければならない。
資金と証券の合計が一番多いプレイヤーが勝ち。
ショートゲーム
もし時間があまりない場合、ボードを２～３周回ることで、時間を短くできる。
もし２周ゲームの場合、１年目と２年目の後にチェックし、資産シートの３と４カラムを使用する。
もし３周ゲームの場合、１年目にチェックし、２，３，４年を使用する。
その他のルールは通常ゲームと同様です。

ルールサマリ
１．バンカーとスケジュールオペレーターを任命する。
２．各プレイヤーに$50,000渡す。
３．ダイスを振り、誰が最初にプレイするか決める。
４．ボードに書かれた銘柄の株や先物を+-ダイスの一回振りでスケジュールの対応面に従い購入する。
５．債券を固定価格で購入。$10,000のものが$9,000、$5,000のものが$4,500で購入できる。
６．ブルベアマーケット・・・一番上のカードをめくり、指示に従う。
７．オープンマーケット・・・プレイヤー間で株の売買を行う。株の場合、買い手が+-ダイスを２回振り、大きい目の価格で購入する。
８．スタートを通過した時：
　ａ）１年目と３年目：

　　　・全ての先物を市場に売却。価格は+-ダイスを１回振って決める。

　　　・債券の利息を受け取る。$10,000の債券で$800、$5,000の債券で$400です。

　　　・ゲームを継続し、止まったマスの指示に従う。
　ｂ）２年目と４年目：
　　　・全ての先物を市場に売却。（上記と同じ）

　　　・債券の利息を受け取る。（上記と同じ）

　　　・+-ダイスを３回振り、一番大きい目が株式の配当に使用される。もし+が出なければ、配当は　　　

　　　　支払われない。

　　　・資産シートを埋める。各行の指示に従う。
９．資金難の時は、資産の売却が可能。債券は$5,000を$4,000、$10,000を$8,000でそれぞれ売却する事ができる。株や先物の場合は、+-ダイスを３回振り、一番低い価格で株を売却する。
１０．もし止まったマスの株が売り切れていた場合、他のプレイヤーから購入する事ができる。この時の価格はオープンマーケットのルールに従う。
１１．ブラックマーケット。全てのルールを中断する。プレイヤー間で自由に交渉を行い、合意に達したものについては処理を行う。
１２．全員が４周回ったらゲーム終了。先に４周したプレイヤーはやめるか継続するかを決めることが可能。一番資産の多い人が勝ち。
＜カード訳＞

Bull Market
Sell Out!
任意の銘柄の株を額面の２倍で売却
Record Year!
債券の追加配当を受ける。
あなたが所有する全ての$5,000の債券は$400,$10,000の債券は$800受け取る。

もし債券を持っていない場合、このカードをとっておき、次に債券購入時、配当を受け取る。
Public Education Fund!
環境保護団体があなたの新工場に抗議した。彼らへの説明会費用を工面するため、各プレイヤーから$1,500受け取る。
Product Success!

新商品が大ヒット！　ライバルも追い上げてきたが先行者利益が多い。$6,000受け取る。

Overseas Profit!
エスキモーに氷を売る。
保有する全株式の+15に相当する配当を受け取る。
Legal Victory!
株主総会で議決権を得るための委任状争奪合戦に勝つ。各プレイヤーから$2,000受け取る。
Idea Bonus!
あなたの考えた会社の経費節減策が採用。ボーナスとして$2,000受け取る。
Buy a Steal!
任意のプレイヤーから額面$6,000の株を+-ダイス３個振りの一番低い価格で購入できる。

もし、-の目が一つも出なかった時は、購入する必要はない。
Big Bull Bonus!
保有する株・債券・先物の半額相当分の現金を受け取る。
Dow Jones up!
ダウ平均が10ポイント上昇。
保有する株・債券・先物の10%相当分（$100単位四捨五入）の現金を受け取る。
Dividend Check!
+-ダイスを３つ振る。一番良い目を使い、あなたの保有する全てのBig Board(優良株)とOver the Counter(新興市場株)の配当を受け取る。同一銘柄を両方保有する場合、配当は倍になる。
Force a Sale!
次の”and/or”(*)マスに進む。両方の株を銀行かもしくは、保有するプレイヤーから、+-ダイスの３個振り最低価格で買う。もし-が出なければ買う必要はない。
Bear Market

Stupid Buy!

次のOver-the-Counterのマスに進み、銀行か保有者から+15の価格で購入する。

Media Attention!

あなたはウソの情報をメディアに流した。$3,000支払う。

Margin Call!
追い証発生！。$4,000支払う。

Legal Misery!

代理人争奪合戦に敗れる。各プレイヤーに$1,500支払う。

Forced Break-Up!

反トラスト法訴訟に破れる。各プレイヤーに$2,000支払う。
Dow Jones Drops!

ダウ平均が10ポイント下落。

保有する株・債券・先物の10%相当分（$100単位四捨五入）の現金を支払う。
Extortion!

あなたの右隣に一番近いプレイヤーから$5,000の債券を$8,000で買う。

Computer Theft!

１４歳のハッカー少年のイタズラにより、貴方のビジネス旅行を勝手にジャマイカ行きに変更されてしまった。この混乱を収拾するため$2,500支払う。
Big Bad Bear!

保有する株・債券・先物の半額相当分の現金を支払う。
Plant Shutdown!

デモの参加者はあなたの最大プラントの閉鎖を要求した。
この対策として各プレイヤーに$1,000支払う。
Money Collapse!

海外投資に失敗。$5,000支払うか、相当額の株・債券を売る。

Fast Cash Required!

全ての先物を+-ダイス３個振り最低価格で売る。
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